


























乳幼児健診におけるハイリスク児の定義については,1-1),1-2)とハイリスク児の

retrospec-tive 研究の結果を基にして検討が行われた。その結果,ハイリスク児としては

かなり広範な概念が含まれていたが,実際の乳幼児健診の場では,次のように考えるのが最

も適当であるという結論に達した。

乳幼児健診におけるハイリスク児

1.低出生体重児

2.多発性奇形児(含:変質徴候)

3.新生児期に特に問題があった児

新生児期の症状としては,痙攣,哺乳障害,ことに経管栄養,体重増加不良,黄疸,人工換気な

どいろいろなことがいわれたが,現在の母子手帳にはこれらのことが殆ど記載されていな

い。結局,現在の母子手帳に記載してある事項よりハイリスク児を判定する方法として出

生体重,在胎週数,在院日数よりハイリスクの表を統計学的に作成することに決定した。更

に,第 2次健診結果の所見よりのリスク児の定義も必要なのではないかという議論があり,

これについても来年度まとめることにした。


